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３相交流の全波整流

全波整流

半波整流

０V

各相の位相は、
１２０°間隔である。

３相を同極性に
した６０°間隔

交流の半分しか
利用できない。



プラス側とマイナス側を
加えた電圧が最大になる。
（線の長さ）



(V3)

二つのコイルの最大発電
電圧は、ロータの回転３０°
後になる。
一つのコイルの場合は、
０°が最大電圧になる。
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マイナス側ダイオード１個断線波形 この方向は流れない。



マイナス側ダイオード１個断線波形

ダイオードの順方向電流は、通電抵抗があるため
低電圧では流れない。そのため、図と実際の右の
波形とは差異がある。



マイナス側ダイオード１個短絡波形



マイナス側ダイオード１個短絡波形



ステータ・コイル１相断線



ステータ・コイル１相断線



ステータ・コイル１相短絡



ステータ・コイル１相短絡



ステータ・コイル１相短絡

終了です


